
2006 年度オフィシャル活動報告 

石母田 篤 

  

１．就任まで 

インカレに向けてサポートして欲しいという要請。 

・目標   ― インカレリレー 男子 10 位以内、女子６位以内 

・活動内容 ― 参加できる大会・練習会に参加し、サポート 

（暑い日のドリンク運び、寒い日のウィンブレ運び） 

・方針   ― 基本的に放任主義 

  

２．活動報告 

2006.06 紫陽花合宿 

2006.09 夏合宿 

2006.10 インカレロング前練習会 

2006.11 インカレロング 

2007.01 ジュニチャン（セレ①） 

2007.02 早大大会（セレ②） 

2007.02 インカレ前合宿（セレ③） 

2007.03 インカレミドル＆リレー 

  

３．結果 

・インカレリレー 男子１0 位、女子８位 

 男子は見事目標達成！女子はあと一歩という結果でした。 

男子の 10 位は創部史上最高順位らしいです。メンバーそれぞれが持てる力を発揮してがんばってく

れました。 

女子はみんないい走りをしたのですが、しょ～もないミスが目立ち惜しい結果となりました。インカ

レの大舞台にやられたのか、まだまだ技術的に怪しいのか。これからに期待です。 

  

４．まとめ 

オフィシャルとしては、一年間方針通りに学生主体で接しました。特にこちらから指示はせず、練習

会でも教えて欲しいという人だけを見ました。現在の部の状況を見ても、やる気のある人、ない人がは

っきり分かれているので、このような接し方にならざるを得なかったと思います。ただインカレで盛り

上がるためには部全体がもう少し活気に満ち溢れてくれないと辛いものがあります。みんなのモチベー

ションをインカレに持っていけなかった、そうなるように努力をしていかなかったのが反省点です。し

かしこれも結局は学生の問題なので OB がとやかく言うものではないのかもしれません。 

運営面では OB,OG の皆様には本当に助けていただきました。夏合宿もインカレ前合宿もそれなりに

こなすことができたのも皆様のお陰です。しかし、やはりもう少し人数が集まってもらえるともっと楽

に運営ができたと思います。毎回来てくれた人にはとても負担をかけてしまったのではないかと思いま

す。運営ではただ座っているだけでも助かることもあるので、今年度以降も機会がありましたら手伝っ

てあげてください。 

インカレ参加費や交通費の援助など、ありがとうございました。 

 



2006 年度サブオフィシャル報告 

塙利彦 

 

１．就任までの経緯・主な活動 

石母田オフィシャルからの要請を受けて、2006 年 7 月に就任した。オフィシャルのサポートとして、

具体的には合宿におけるメニューの最終チェックや各種重要大会前の対策等、練習コースの整備が主な

活動となりました。 

 

２．活動 

 2006．07 紫陽花合宿（栃木県矢板市） 

 2006．08 日光練習会（栃木県日光市） 

 2006．09 夏合宿（山梨県八ヶ岳） 

 2006．09 インカレロング（長野県駒ケ根高原） 

 2006．11 ミドルセレ対策練習会（茨城県那珂市） 

 2006．11 インカレミドル関東地区セレクション（東京都青梅市） 

 2007．02 インカレ前合宿（栃木県矢板市） 

 2007．03 インカレミドル＆リレー（栃木県矢板市） 

 

３．総評 

コースのチェック、夏合宿・インカレ前合宿のメインレースコース作成など、ある程度質の高い練習

コース・環境を提供できたかと思います。 

今後に向けてですが、各種練習会・合宿でより多くのＯＢＯＧの皆さんに参加してもらえたら良いな

というとこでしょうか。目標を持っている選手、あるいは、これから目標を持ってがんばろうとしてい

る選手へのＯＢＯＧのアドバイス・協力は大変貴重なのです。現在 20 人以上もいる現役生を指導して

いくには、オフィシャルだけではどうしても不足することもあります。そこで六国会の組織をうまく活

かして、さらに多くのＯＢＯＧの参加を呼びかけれたら良いのではないかと思います（人数が増えてく

れば、参加のＯＢＯＧもよりオリエンテーリングを楽しめるようになると思います）。 

 

４．最後に 

六国会会員に皆様には、練習会等での協力、さらに交通費・オフィシャル費等の金銭的な面でも助け

られて、現役生のサポートを続けていくことが出来ました。本当にありがとうございました。 

 


